
Ｓ

卵
綴
廳
回
護
回
漕
謳
諺

復
興
支
援
金
を
積
み
立
て

　
　
　
東
北
産
品
の
応
援
セ
ー
ル
も

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
は
い
ま
だ
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
雇
用
を
は
じ
め
、
地
域
経

漬
か
自
立
す
る
こ
と
が
大
切
だ
ご
そ
の
応
援

の
Ｉ
つ
と
し
て
、
お
か
や
ま
コ
ー
プ
は
被
災

地
で
生
産
さ
れ
た
商
品
の
利
用
を
積
極
的
に

進
め
て
い
苓

　
お
か
や
ま
コ
ー
プ
を
は
じ
め
全
国
の
生
協

で
は
、
被
災
地
で
生
産
さ
れ
て
い
る
商
品
や

被
災
地
の
原
料
を
使
っ
た
商
品
に
ぶ
ん
ぱ

ろ
う
東
日
本
」
『
の
マ
ー
ク
を
付
け
、
ど
○

・
Ｏ
Ｐ
厦
興
応
援
企
画
対
象
商
昂
と
し
て

販
売
。
お
か
や
ま
コ
ー
プ
で
は
全
店
舗
で
「
頭

日
本
応
援
セ
ー
ル
」
を
度
々
実
施
し
、
組
合

員
に
鶏
犬
を
呼
び
掛
け
て
き
た
、
岨
配
で
は
、

福
・
聡
示
二
原
発
事
故
に
よ
る
概
評
被
害
が
著

し
い
福
島
県
産
リ
ン
ゴ
な
ど
の
面
産
物
販
売

な
ど
も
企
雨
し
尽

　
こ
の
ほ
か
昨
年
加
月
、
岡
山
市
で
開
い
た

食
の
イ
ベ
ン
上
バ
ッ
ピ
ー
フ
ー
ド
バ
ー
ク
」

刀
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
授
コ
ー
ナ
リ

を
開
設
。
被
災
地
の
農
産
物
や
被
災
メ
ー
カ

ー
、
い
わ
て
生
協
（
岩
手
県
）
の
’
商
品
を

そ
ろ
え
、
大
勢
の
来
温
言
の
反
界
を
呼
ん

べ　
宅
配
商
品
の
購
入
を
通
じ
た
復
興
支
捨
金

の
積
み
在
で
も
取
り
組
み
の
】
つ
だ
。
対
象

冊
品
の
購
入
１
点
に
つ
き
１
円
を
積
み
立
て

る
取
り
組
み
で
、
お
か
や
ま
コ
ー
プ
な
ど
申

四
国
の
生
協
で
昨
年
５
～
1
2
月
に
実
施
。
組

会
員
の
協
力
に
よ
り
、
積
立
金
総
額
は
１
８

６
６
万
９
７
６
２
円
に
ヒ
っ
た
。

　
積
立
金
は
今
年
２
、
昌
司
、
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
東
北
７
生
協
と
、
コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ

ッ
ト
（
中
国
四
国
事
業
連
言
の
商
品
を
製

造
し
て
い
る
メ
ー
カ
よ
り
社
に
見
舞
金
と
し

て
直
接
届
け
ら
れ
た
。
こ
の
復
興
支
援
金
の

哨
み
立
て
は
１
月
か
ら
も
継
続
さ
れ
る
。

　
ま
ぺ
お
か
や
ま
コ
ー
プ
は
東
日
本
大
震

災
が
起
き
た
３
月
を
特
別
な
月
間
と
位
置
づ

け
、
豆
れ
な
い
３
・
1
1
」
企
画
を
・
展
開
中
。

蔓||鰹り圃りiiSIJ
a

東日本へヽJjl鮭撫回

▲復満支援金の対象商品(宅圓｀3はこのﾏｰｸか目印｜
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と
訴
え
る
復
興
支
援
ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
、
東

北
商
品
の
販
売
と
防
災
フ
ェ
ア
を
開
前
言

月
９
～
1
2
日
）
。
職
員
が
制
服
に
支
援
バ
ッ

ジ
を
着
け
た
り
、
宅
配
車
両
に
も
ポ
ス
タ
ー

と
同
様
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
張
り
、
支
援
継
続

の
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　
お
か
や
ま
コ
ー
プ
は
「
被
災
地
で
は
共
済

見
舞
金
の
給
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
職
員
も

活
動
し
、
長
期
に
わ
た
る
支
援
の
必
要
性
を

傅
感
し
て
い
る
。
相
互
扶
助
の
組
織
と
し
て
、

息
の
長
い
復
興
支
援
を
引
き
続
き
制
鯛
実

践
し
て
い
く
Ｉ
と
し
て
い
Ｆ

ョ 岩 手 県 の 食 品 メ ー カ ー （ 柵 j ア マ タ ケ に ２ 月 、 お か ｉ

ｉ や ま コ ー プ の 平 田 畠 Ξ 募 鵬 理 事 （ 右

｡ ） か 復 興 支 援 金 １

１ を 眉 吋 た 。 同 社 は 大 船 渡 市 の 本 社 ・ 処 理 場 が 灘 波 で ｉ
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仮設住宅の組合員に灯油提供祠緊彗

　東北の被災地は震災後初めての冬を辿えた。仮設住宅に暮らす人たち

に厳寒の冬を暖かく乗り越えてもらおうと､おかやまコープは昨年12月、

｢仮設住宅灯油支援募金.jを組合鈍に募集。わずか２週間で予想をはる

かに上回る11千万円超のj争則か寄せられ、計1()17万780円が灯油の無償

提供に役立てられた。
　この灯油支援募金は、コープ東北サンネット事業連合の要蹟にこたえ

たもので、全国からの募金によ-jて、岩手・宮城・福島３県の応急仮設

住宅Iご暮らす生協組合員の人た包に灯油１缶(181､2､1;)と灯油ポ|.j缶収納

ボックスが贈られた。

ｋ
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●「ポリ缶･がなく、習いlこ

行けなくて困っていたとこ

ろに屈いて本当に助かって

いる」

●|‾玄関にポリ缶を置くと

狭くて因っていたが、カギ

！岩手県大槌町にＡＭＯＡ力4開所;:j:=;………･t…………………､……ふ………;

　した「健康サポートセンター」………：゛　　　　　Ｑ

ｉは住民の交流と健康・栄養プロ　ｊ

　グ弓ムを実施する拠点．崇は呻　=iil……･.､;･s　……弧

　はおやブ組合員
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復
興
へ
の
願
い
を
カ
タ
チ
に

　
お
か
や
ま
コ
ー
プ
は
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
北
区
伊

福
町
）
と
２
０
０
７
年
に
支
援
協
定
を
締
結

後
、
「
お
か
や
ま
コ
ー
プ
国
際
協
力
交
接
基

金
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
基
金
ご
を
設
立
。
匿
当
時

の
緊
急
医
療
活
動
や
開
発
途
上
国
の
自
立
支

援
に
支
後
金
を
贈
る
な
ど
協
力
関
係
を
深
め

て
お
り
、
東
日
本
犬
震
災
で
も
復
興
気
接
に

向
け
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
を
幅
広
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
昨
年
1
2
月
、
岩
手
県
勉
励
町

に
「
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
土
・
・
屈
嘔
方

尽
を
開
所
。
お
か
や
ま
コ
ー
プ
は
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
と
メ
ッ
セ
九
ン
と
と
も
に
、
木
製
の

掛
け
時
計
と
案
内
看
板
を
贈
っ
た
。

　
同
町
は
、
お
か
や
ま
コ
ー
プ
が
八
Ｍ
Ｄ
Ａ

を
通
じ
て
物
資
支
援
を
行
言
行
、
原
沢
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
訪
れ
、
気
持
ち
を
つ

な
ぐ
取
り
組
み
を
重
ね
て
い
る
地
域
。
掛
け

サ
ッ
カ
ー
で
交
流
し
た
岩
手
、
宮
城
と

岡
山
の
巾
學
生
た
ち

穴付きのポリ缶収納ボック

スを頂いたので、外に璧け

るようになった｣

　(仮設住宅の組合員より)

時
計
に
は
・
『
私
た
ち
は
い
つ
も
い
っ
し
ょ
で

す
一
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
被
災
地
で
は
、
往
む
場
所
を
失
っ
た

震
災
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
た
ち
が
増
え
、
健
康

状
態
か
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
お
か
や
ま
コ
ー

プ
は
令
弟
１
月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
行
う
「
震
災

ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
の
顎
加

呼
び
掛
け
に
こ
た
え
、
カ
ッ
プ
麺
１
万
食
を

手
配
し
た
。
仙
台
市
で
の
炊
ぎ
出
し
で
提
供

さ
れ
、
「
被
災
者
の
心
も
限
も
暖
ま
っ
左

と
喜
ぱ
れ
た
。

　
ス
ポ
ー
ッ
通
じ
深
ま
る
絆

　
昨
年
８
目
に
は
岩
手
、
宮
城
県
の
串
学
生

4
6
人
と
岡
山
県
の
中
学
生
１
２
３
人
に
よ
る

サ
ッ
カ
ー
親
善
交
庶
事
粟
が
岡
山
市
な
ど
で

あ
り
、
参
加
者
は
学
校
対
抗
や
混
成
チ
ー
ム

で
交
流
試
台
に
汗
を
流
し
、
絆
を
深
め
芯

　
こ
の
企
画
は
、
困
っ
た
時
に
積
極
的
に
支

援
し
あ
う
ぶ
Ｉ
か
れ
た
相
互
扶
助
〃
の
大
切

さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
企

喫
お
か
や
ま
コ
ー
プ
は
昼
食
や
ス
ポ
ー
ツ

ク
オ
ル
な
ど
の
記
念
品
を
提
供
し
、
又
流
に

一
役
貿
っ
た
Ｑ

　
お
か
や
ま
コ
ー
プ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Λ
を
は
じ

め
、
他
団
体
と
の
協
勤
に
よ
る
取
り
組
み
に

積
極
的
だ
／
３
月
は
岩
手
県
の
大
圓
高
校
吹

奏
楽
部
を
迎
え
た
演
奏
独
絆
コ
ン
サ
ー
上

天
Ｍ
・
Ｄ
Ａ
主
催
、
お
か
や
ま
コ
ー
プ
共
催
）
、

ユ
ニ
セ
フ
の
ご
』
ど
も
た
ち
の
３
・
１
１
震
災

報
告
写
真
展
穴
岡
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
「
復
興

支
援
千
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
（
３
月

凶
日
午
後
６
時
半
開
演
、
岡
山
市
民
会
館
）

な
ど
に
対
し
、
食
事
の
提
供
や
告
知
応
力
を

行
っ
て
い
る
。
。
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